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市
で
は
、
自
主
財
源
の
確
保
と
地
域

経
済
の
振
興
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
、
議
会
だ
よ
り
の
広
告
事
業
主
を
募

集
し
ま
す
。

　

詳
し
い
こ
と
は
、
議
会
事
務
局
（
89

局
２
１
５
０
番
）
へ
、
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

掲
載
場
所　
「
議
会
だ
よ
り
」
裏
表
紙

下
部

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可

能
）
の
内
容
を
順
守
す
る
こ
と

掲
載
枠
数　

２
枠

サ
イ
ズ　

縦
５
・
５
㌢
×
横
８
・
５
㌢

掲
載
回
数　

平
成
25
年
６
月
１
日
号
か

ら
26
年
２
月
15
日
号
ま
で
の
年
４
回

掲
載
料　

１
枠
８
万
円

申
し
込
み　

３
月
１
日
か
ら
19
日
ま
で

の
午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で
受
け

付
け
（
土
・
日
曜
日
を
除
く
）。「
豊
川

市
議
会
だ
よ
り
広
告
掲
載
申
込
書
」
お

よ
び
「
同
意
書
兼
市
税
滞
納
情
報
照
会

書
」（
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
可
能
）に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

署
名
押
印
し
た
も
の
に
広
告
原
稿
案
、

会
社
概
要
な
ど
を
添
付
し
て
、
直
接
、

ま
た
は
郵
送
で
、
議
会
事
務
局
（
〒
442

｜

８
６
０
１
諏
訪
１
の
１
）
へ

そ
の
他　

申
し
込
み
に
当
た
っ
て
は
、

豊
川
市
広
告
掲
載
要
綱
、
豊
川
市
広
告

掲
載
基
準
、
豊
川
市
議
会
だ
よ
り
広
告

取
扱
要
領
、
豊
川
市
議
会
だ
よ
り
広
告

募
集
要
綱
、
豊
川
市
議
会
だ
よ
り
広
告

原
稿
作
成
要
領
な
ど
（
い
ず
れ
も
市

広
告
事
業
主
を
募
集
し
ま
す

　

市
で
は
、平
成
７
年
８
月
７
日
に「
平

和
都
市
宣
言
」
を
行
い
ま
し
た
。
こ
の

宣
言
の
理
念
を
実
現
す
る
た
め
の
事
業

を
行
う
団
体
と
し
て
「
平
和
都
市
推
進

協
議
会
」
が
あ
り
、
そ
の
趣
旨
に
賛
同

し
て
い
た
だ
け
る
方
を
一
般
会
員
と
し

て
募
集
し
ま
す
。
ま
た
、
平
和
の
推
進

ク
イ
ズ
の
回
答
を
募
集
し
ま
す
。

　

詳
し
い
こ
と
は
、
平
和
都
市
推
進

協
議
会
事
務
局
（
行
政
課
内
☎
89
局

２
１
２
３
番
）
へ
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

■
一
般
会
員
の
募
集

対
象　

個
人
、
ま
た
は
会
社
な
ど
の
団

体会
費　

１
口
＝
１
千
円

会
員
期
間　

平
成
25
年
４
月
１
日
か
ら

平
成
26
年
３
月
31
日
ま
で

申
し
込
み　

電
話
で
、
平
和
都
市
推
進

協
議
会
事
務
局
へ
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
も
申
し
込
み
で
き
ま
す

平
成
25
年
度
会
員
を
募
集

平
和
都
市
推
進
協
議
会

そ
の
他　

希
望
さ
れ
る
方
は
、
協
議
会

の
理
事
に
な
る
こ
と
が
で
き
ま
す
（
３

人
以
内
で
希
望
者
多
数
の
場
合
は
抽

選
）。
４
月
12
日
（
金
）
ま
で
に
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い

■
平
和
の
推
進
ク
イ
ズ

問
題　

昭
和
20
年
８
月
７
日
に
豊
川
海

軍
工
廠
に
爆
撃
が
あ
り
、
た
く
さ
ん
の

人
が
亡
く
な
り
ま
し
た
。
そ
の
爆
撃
で

亡
く
な
っ
た
方
を
し
の
ん
で
昭
和
40
年

に
建
て
ら
れ
た
写
真
の
銅
像
の
名
前
は

何
で
し
ょ
う
。
❶
平
和
を
祈
る
像
❷
平

和
の
像
❸
祈
り
の
像

回
答
方
法　

は
が
き
に
①
問
題
の
回
答

②
住
所
③
氏
名
④
年
齢
⑤
電
話
番
号

―

を
記
入
の
上
、
平
和
都
市
推
進
協

議
会
事
務
局
（
〒
442

｜

８
６
０
１
諏
訪

１
の
１
行
政
課
内
）
へ

応
募
期
限　

３
月
29
日
（
金
）
＝
必
着

そ
の
他　

正
解
者
の
中
か
ら
抽
選
で
、

10
人
の
方
に
図
書
カ
ー
ド
１
千
円
分
を

プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す

広告掲載場所 広告掲載場所
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と
よ
か
わ
農
業
塾 

（
春
期
コ
ー
ス
）を
開
講

　

農
業
に
興
味
の
あ
る
方
を
対
象
に
、

基
礎
的
な
栽
培
管
理
の
習
得
を
目
的
と

し
た
「
と
よ
か
わ
農
業
塾
」
を
開
講
し

ま
す
。

　

詳
し
い
こ
と
は
、
豊
川
市
農
業
担
い

手
育
成
総
合
支
援
協
議
会
（
農
務
課
内

☎
89
局
２
１
３
８
番
）
へ
、
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

日
時　

４
月
か
ら
９
月
ま
で
の
土
曜
日

で
計
６
回
。
午
前
９
時
か
ら
正
午
ま
で

（
第
１
回
開
講
式
は
４
月
６
日
（
土
）

に
行
い
ま
す
）

定
員　

20
人

参
加
費　

１
千
円

申
し
込
み　

３
月
１
日
か
ら
15
日
ま
で

受
け
付
け
。
所
定
の
用
紙
に
記
入
し
、

印
鑑
を
お
持
ち
の
上
、
直
接
、
農
務
課

（
北
庁
舎
２
階
）
へ
。
応
募
者
多
数
の

場
合
は
抽
選

　

市
で
は
、
市
内
に
転
入
し
て
き
た
方

や
、
ま
だ
町
内
会
に
加
入
し
て
い
な
い

方
に
、
町
内
会
へ
の
加
入
を
お
願
い
し

て
い
ま
す
。

　

日
常
生
活
に
お
い
て
、
私
た
ち
の
身

の
周
り
に
は
、
災
害
、
犯
罪
、
交
通
安

全
、
ご
み
処
理
な
ど
、
生
活
に
密
着
し

た
問
題
が
数
多
く
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ

う
な
問
題
を
地
域
で
話
し
合
い
、
解
決

し
、
安
全
で
安
心
な
暮
ら
し
を
送
る
た

め
の
身
近
な
組
織
が
町
内
会
で
す
。

　

現
在
、
市
内
に
は
１
８
６
の
町
内
会

が
あ
り
、
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
や
防
犯

灯
の
管
理
、
子
ど
も
会
や
老
人
ク
ラ
ブ

活
動
、
ス
ポ
ー
ツ
や
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
活
動
、
大
災
害
に
備
え
た
防
災
訓
練

な
ど
の
地
域
活
動
を
積
極
的
に
行
っ
て

い
ま
す
。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
活
動

を
通
し
て
、
地
域
の
問
題
の
解
決
に
取

り
組
み
、
住
民
相
互
の
交
流
を
図
っ
て

い
ま
す
。

　

安
全
で
住
み
や
す
い
ま
ち
を
つ
く
る

た
め
に
は
、
私
た
ち
一
人
一
人
が
助
け

合
う
こ
と
が
た
い
せ
つ
で
す
。
町
内
会

に
加
入
す
る
こ
と
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
活

動
を
通
し
て
私
た
ち
が
助
け
合
う
き
っ

か
け
を
つ
く
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ぜ

ひ
、
町
内
会
に
加
入
し
て
、
地
域
の
方

と
の
交
流
を
深
め
て
く
だ
さ
い
。

　

町
内
会
へ
の
加
入
を
希
望
す
る
方

は
、
自
分
の
住
む
地
域
の
町
内
会
長
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。
な
お
、
連
絡
先
が

分
か
ら
な
い
場
合
は
、生
活
活
性
課
へ
、

町内会に
加入しましょう

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
い
こ
と
は
、
生
活
活
性
課
（
89

局
２
１
６
５
番
）
へ
、
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

学
校
給
食
費
を
改
定

　

市
で
は
、平
成
25
年
４
月
１
日
か
ら
、

１
食
あ
た
り
の
学
校
給
食
費
を
改
定
し

ま
す
。
改
定
後
の
給
食
費
は
、
小
学
校

で
２
３
０
円
、
中
学
校
で
２
６
０
円
と

な
り
、
ど
ち
ら
も
５
円
の
増
額
と
な
り

ま
す
。
こ
れ
は
、
原
乳
価
格
高
騰
に
伴

う
牛
乳
価
格
の
上
昇
や
、
主
食
（
ご
は

ん
、
パ
ン
、
麺
）
の
値
上
が
り
な
ど
が

副
食
（
お
か
ず
）
費
を
圧
迫
す
る
こ
と

に
よ
り
、
栄
養
基
準
を
満
た
し
た
安
全

安
心
で
お
い
し
い
給
食
の
提
供
が
困
難

な
状
況
に
な
っ
て
い
る
た
め
で
す
。

　

学
校
給
食
は
、
育
ち
盛
り
の
児
童
・

生
徒
に
栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
食
事

を
提
供
す
る
こ
と
に
よ
り
、
心
身
の
健

康
を
増
進
す
る
た
め
の
教
育
活
動
の
一

環
と
し
て
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。な
お
、

学
校
給
食
に
掛
か
る
経
費
の
う
ち
、
施

設
維
持
費
や
人
件
費
な
ど
は
市
が
負
担

し
、
食
材
料
費
に
つ
い
て
は
保
護
者
の

皆
さ
ま
に
負
担
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。

　

詳
し
い
こ
と
は
、
学
校
給
食
課
（
86

局
７
６
０
１
番
）
へ
、
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。


